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◇新年がスタートしました◇
令和６年２０２４年がスタートしました。今

年の干支は『辰』。辰年は、これまでの努力が実

って、夢が叶いやすい年になると言われるそう

です。まずは３年生が、新たなステージに進め

るよう応援をしたいと思います。今年も本校の

諸活動に、保護者や地域の皆様のご理解とご協

力をいただきますよう、よろしくお願いします。

◇新生徒会の活動が始まりました◇
１月９日（火）に新

生徒会役員（正副議長

・学級委員等）の任命

式を行い、第５０期生

徒会が本格的に活動

を始めました。

１月３０日（火）

には、新生徒会が企

画する生徒総会の開

催が予定されていま

す。これに向けて、

新執行部の皆さんは

準備を進めており、

新生徒会のスローガ

ンを決めたり、活動計画を立案したりしています。１月２４日（水）には学級生徒会を開いて活動案

について話し合いをしました。生徒総会の様子は次号の「学校だより」で報告したいと思います。

◇３学期「授業公開」を行いました◇

１月１９日（金）の２校時に、３学期の

授業公開日を設定し、全学級の授業を公開

しました。３年生は受験直前でしたが、義

務教育で最後の授業公開となりました。平

日の午前中にも関わらず、大勢の保護者の

皆さんにご来校いただき、生徒の皆さんの

姿を間近でご覧いただきました。生徒の皆

さんの様子からは、久しぶりの授業公開に

緊張しなが

らも、意欲

的に授業に

取り組もう

とする姿が

うかがえま

した。



◇地域リーダー研修会を開催しました◇
毎年１月の第３日曜日（しまね家庭の日）に『まつえ湖南学園地域リー

ダー育成研修会』が開催されます。今年は１月２１ 日（日）に、湖南中

学校を会場に開催されました。この研修会は、乃木地区と忌部地区の青少

年育成協議会の皆さんが中心となって、地域のリーダーを育成することを

目指して開催されます。毎年、中学校の新生徒会役員が決まった時期に開

催され、今年度も本校２年生の生徒会役員を中心としたメンバーが参加し

ました。同様の研修会は市内の他地区でも開催

されますが、『まつえ湖南学園』の研修会では、

本校の卒業生で組織されたＮＰＯ法人「ＫＥＹ

Ｓ」の皆さんが全面的に研修会をコーディネー

トしてくれるところが大きな特徴になっていま

す。当日、都合をつけて参加してくれたＫＥＹ

Ｓのメンバーは、市内の高等学校に通う現役高

校生や大学生の皆さんでした。ＫＥＹＳ代表の方が研修全体をコーディネートしながら、その他のメ

ンバーの皆さんが小グループに分かれてサブリ

ーダーの役目を担ってくれました。中学生たち

は、先輩の皆さんの力を借りながら、地域の大

人の方々やＫＥＹＳのメンバーと一緒に研修を

進めました。「こんな町にしたい！私たちの町」

というテーマで６～７人のグループで話し合

い、意見をまとめて発表しました。先輩たちや

地域の方たちのリー

ドで、素晴らしい発

表を創り上げまし

た。中学生にとって

は、とても貴重な時

間になりました。

研修会の開催に関

わっていただいた、たくさんの地域の皆さんに感謝申しあげます。当日の会場の様子を少し紹介します。

今回の研修で生徒たちが体験したことが、今後の生徒会活動や学校、地域、家庭での諸活動に生かされる

ことを願っています。

◇アンサンブルコンテストに出場しました◇

湖南中学校吹奏楽部は、１２月２３日（土）に大田市民会館で開催

された「第４７回全日本アンサンブルコンテスト島根県大会」に、出

場しました。今大会の中学校の部には、県内６０校が出場し、中国大

会の代表権をかけて熱のこもった演奏を行いました。各校とも３年生

が引退した後、１・２年生の新人メンバーでチームを構成し、この大

会に向けて練習を重ねてきました。湖南中学校は、「金管五重奏」で

出場しました。大ホールの広いステージ上で、５人で演奏するのは大

変だったと思いますが、生徒の皆さんは練習の成果を発揮し、今でき

る最高の演奏をしました。結果は「金賞」でした。

※ 演奏中の撮影はできないため、演奏終了後ホールの外で撮影した写真です。

＜大会結果＞ 『金賞』

◇学校名：松江市立湖南中学校 金管五重奏

◇曲 名：『ロックポート』 広瀬勇人 作曲


